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て対照と同様な顎宵を示すものを云 うo

余の方法は啄疾結核菌が ｢ガフキー｣1号以上検出し得るものに裁て行ひ得るので それ以下の検量

の菌に対しては利用し難い点に大きな欠点を有するが､ 簡単に両も迅速に患者啄浜中の結核菌の薬物

に対する耐性を知 り得る点に於て太いIK臨界的な利用償値があると信する.
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SlideCultureMethodの改良に関する研究

山 本 一､ 番

緒 嘗 SlideCultureMethod に就いては､ 欧に米韓及び辻､発酵､田中によって報告され､

米津､片山の方港が､各稜の藤用方途を有することが確認されているO 但し啄萩中結核菌の早期培養

検出法としては､本法は従額の岡､片倉の培養法に比して､むしろ劣る成静が得 られたo 余は主 とし

て､此早期堵葦検出法に利用し得ることを目的として2,3検索を盲拭みたので､こ1に報告する｡

余は先づ次の野点に就いて吟味を企てたo

I) 前処置として集菌港殊にアルク1)集菌港を施すことによる検出率の向上0

2) 金津材料固定の強化.

3) 実験操作の簡略イヒ｡

今日迄の朗､余の目的とする所には連か紅さ基いのであるが､ -麻の実敵成績を述べて､今彼の努力

を期し庇いO

甘輸方法並に賓駿成績 集菌法 として､2%苛性そ-ダ水を啄疾の約10倍量加え､ゴム栓した大型

スピッツグラス中にて時々振凌しっi20分間放置後､遠心 (3,000回20分)する方法を用いたO 固定法

には啄疾或は遠心沈連を載物グヲ欠に塗沫後､ 種々の%の7'ル コ-ル中に種,zrの時間投入する方法 と

アルカ1)法巣菌後無菌滑水にて洗い再び遠心し共沈波を塗沫乾燥固定する方法 とを用いたO

其他の操作は米津法 (米津論文参照)に倣い､ 且つ対照として米律法によ､る成績と比較検討した｡

結核菌の発育状態を‡欠の梼準に基いて表示した｡

陰性 (±)･･.･････菌体個々に散在 し､集落た く集合せるもの も4個以下のもの

野庭湯性 (廿)････････集落の大きさが菌体5-30個より成るもの

張度溶性 (廿)･.･･････集落p大きさが菌倖30個掛上 より成るもの

三次に実換成績を総括表示する○
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考察及総括

1) 実陵工のアル コール固定法に よる場合 (20%207)及び (30%20/)に於ては､ 雑菌の発育を或

程度抑制し得 るも､固定が不充分である｡ (40%30〝～11)及び (50%30〝-1()に於ては雑菌抑制､固

定可能なるも､結核菌の発育が米津法に比 し劣 る｡ 備ほ啄疾塗沫屠･の厚 き場合には雑菌の発生し易き

印象を得た. (70%30〟に於ては雑菌の発生を完全に抑制するも､結核菌の発育 も亦著 しく劣るO

貴 職 Ⅰ 啄疾 境涯乾燥後 アル コール固定せ るもの｡

信 蒜 喪 志警 芸志望露衰 姦聖 も監 志等詣 警数の)･

廿

2) 実験Ⅱの場合､2%苛性 ソーダ処理の上に史にブル コ-ル固定を施す馬めか､耗菌の発生は良
●

く抑制するも結核菌の発育 も亦甚 しく劣る｡ 且 つ結核菌の発育を良 くする目的で､アル コ-ルの濃度

を下げると固定が不充分 となったo

賢 依 甘 2%苛性 ソ-ダ法 ,集常洗液 塗凍乾燥後 アル コール国定せ るもの (表 rl.50わ実験数)

固 定 法 同 定 率 雑菌発生率 100子規 野 卑 位 帯 核 簡 発 育 平 均 率

≠ 一 . 廿 ー 士

40% 30秒 50/50 3/50 0 0. ] ≡ 烹 =

3) 実験Ⅲの場合､雑菌の発生を抑制 し､固定良好､然 し乍ら結核菌の発育は､葦律法に比 し多少

劣るo

責 依 貰 2%苛性 ソーダ法集筒沈漆 を無菌滑水亨先手榛後再遠 心共沈涯 ,1,喰珠乾燥 アJL,コール

固定せ るもの (表 中9わ実験数)

廿ー 廿 土

4) 実験Ⅳの場合､雑菌の発生を抑制 し､固定良好､且つ結核菌の発育わ米津法tt比 し劣 らず､集

落の数 も多 く集菌 を~施せる敬具 を認める事が出来たo
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驚 膝 皿 2%苛性 ソーダ法集菌後無菌溜水洗搬後再遠心共沈漆 を建株錘固定せるもの
(表 中9わ実験数)

固 定 法 固 定 率 雑菌凝生率 100視 野､単 位 椅 核 甫 発 育 平 均 率
ヰ什 廿 土 .

章乞- 煤 9/9 2/9 .13 8 ° 6

5) 依って実験VIの方法､EPち2%苛性 ソーダ法集蘭後無菌滑水にて洗准再び遠心､其沈淀を資沫IJ
乾燥固定して行 く本改良港は､米津添､ 即ち曙疾塗沫後乾燥し6%硫酸水中2b分間雑菌を処理し､更

に無菌溜水中に10分間2回通過せしめたる後､Kirchner堵基中に増車する方法に比し､埼養成珠に於

で優 り､時間と手数とに於ても多少簡略にな りたるかと思考するO但し操作上遠心を2回行 う事は､雑

菌迷入の磯会を多からしむるものではないかと云 う点紅於て倍考慮を要する0

6) 更に粟津添柱その培養捻出率が従乗の岡､片倉汝に劣るのであるが､本改良津に於ける集菌法

を施せる効果が此の快点を除去して啄疾の早期培養検出法として も優秀なるものなるや 否やに就いて

目下検討中である｡
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人夢的混合感染による空洞碍浄化に関する研究

(第 1報)

枯 草 菌 類 を 以 て す る 実 験

年 周 介
並 河 靖

Ⅰ 結核性虫洞に封する混合感染の意義に裁て

茎洞の混合感染の意義に就いては､ 従来其の憩い面のみが強調せられて来て居 るが､欧に佐多博士

(1899)の研究の中にも認められる如 く､ 混合感染によって茎洞睦の乾酪物質の融解排除は著明に促

進せられ､内陸は清浄推 されることが知 られて居る｡ 之は混合感染が基洞の治癒横棒を促進したと東

棟して誤 りではなかろう. 従って混合感染菌の種罪によっては､基洞壁の破壊拡大を来すことなく､

その清浄化のみを助長する如き場合 もあり得るわ抄であるO

-方生体で結核性茎洞の内容を検してみると､ その混合感染の少いことにむしろ意外の感を抱 くも

のである.0.之は生体内では結核菌が他の細菌の繁殖を阻止して居る結果ではないかと考えるo之が結

核性基洞の清浄化の起 り難い理由の一つかも知れない｡

私等は個体に対しては 可及的無音で､ 基洞壁の乾顧物質に Saprophyticに繁殖し､之を融解排除


